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た。09 年は建国 60 周年、天安門事件 20 周年など政治変動のジンクスのある
年であるため、中国政府は国内の民衆の抗議行動、暴動に警戒を強めるさなか
7月に新疆ウィグル自治区の区都ウルムチで大規模なデモ事件（いわゆる七・
五事件）が起きた。中国当局発表によると 9月中旬の時点で死者は 197 人、負
傷者は 1680 人にのぼった。08 年の三・一四チベット騒乱と違うのは、少数民
中国の民族問題
― 七・五ウルムチ騒乱をめぐる報道 ―
























2  2009 年 7月～ 9月の報道
2．1  七・五事件の経緯
七・五事件の一報















6 月 26 日の韶関事件（注 4参照）では、漢族女性が強姦されたとの漢族出
稼ぎ労働者がネットで飛ばしたデマで、漢族がウィグル族を襲う乱闘が起こ










への抗議だった。韶関の現地当局は 7月 5 日にウルムチ事件が発生し























はこの根拠として 7月 12 日 『朝日新聞』の記事を引用する。
【 7月 12 日『朝日新聞』「デモは平穏に始まった、その時何が」】デモ


















これが宇野が根拠とした 12 日『朝日』の 1面の記事だが、その同じ『朝日』
4面は違う書き方をし、ウィグル族側の暴徒化の取材結果を報じている。ウィ
グル族の間で韶関事件での「漢族による集団暴行」の映像がネットで拡がって









の 3倍で、184 人の死者のうち、漢族が 137 人（男 111、女 26）、ウィグル族





2 ．2  七・五事件への当局の「定性」―外部分裂勢力の扇動を強調
国営新華社通信の発表、129 人死亡、「世界ウィグル会議」を非難


































新情報を知り、「勇気をだして」 「大きい事をしろ」 と扇動した 13。 ［ 7
月 1 日］ 世界ウィグル会議が会合をもちネット、 電話、携帯メールな












日本の新聞（09 年 7 月 7 日『中日新聞』「暴動死者 140 人に、828 人負傷、
数百人を拘束」）も、自治区当局の発表により、死者 140 人（うち 57 人は路上











内の組織の 「三股势力」 による事件） という公式的 「定性」 を報道している。
新華社の説明する 5日の状況
5 日に何があったかについての 6 日新華社の説明は次のとおり（ 7 月 7
日 『中日新聞』）。
ラビア ･カーディル率いる「世界ウィグル会議」がネット上などで呼び





















09 年 7 月 7 日『朝日新聞』（夕刊）「新疆騒乱 1434 人拘束、死者 156 人」は、
中国国営新華社通信が 7日警察当局の話として伝えたところによると、騒乱
の死者は 156 人に達し、負傷者は 1080 人に上った 18。なお、ウルムチのほか
自治区西部のカシュガル、アクス、北西部のイリカザフ自治州でも組織的な
騒乱の兆候があったとする。09 年 7 月 7 日『中日新聞』（夕刊）「ウィグル暴
動自治区西部にも波及か」も、おなじ新華社通信により、自治区西部カシュ
























2 ．3  武闘のメカニズム―ウィグル族と漢族の再衝突
当局、中国メディアが漢族被害を強調、ウィグル族と漢族の衝突の懸念



















7 月 7 日になると、ウィグル族デモの鎮圧行動に抗議するウィグル族女性デ
モが起こった。














































2 ．4  民族衝突、民衆暴動の誘発危機――民族団結の強調と欠落したもの
民族感情が極度に悪化、胡錦涛国家主席サミット欠席し急遽帰国




























































































7月 11 日の『中日新聞』夕刊は、国営新華社通信によると 11 日までに死
者は 184 人に増えたと伝えた。また AFP通信による新華社の現地情報として
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137 人（ 7割）が漢族、ウィグル族が 46 人だったという。いっぽう AP通信に
よると、亡命ウィグル人組織の「世界ウィグル会議」のカーディル議長は「暴
動の死者は 1000 人とも 3000 人とも言われている」としてまったく食い違っ
ている。9月 4日『中日新聞』は、当局によると死者は 197 人、負傷者は 1600
人以上、拘束者は 700 人（一説には 1500 人以上）とした。
7月 9 日『中日新聞』（ミュンヘン、弓削雅人）によると、在外ウィグル人





























2 ．5  国内問題が国際関係に波及
少数民族政策にたいするイスラム世界、アフリカ世界の反撥




















インドネシアの首都ジャカルタで 13 日、14 日の両日、保守派「イスラム防衛
戦線」のメンバー 100 人が中国大使館前で「虐殺をやめろ」と書かれた横断幕



























【 9月 5 日『朝日新聞』（北京、峯村健司）】新華社通信によると、3日
ウルムチ市内で数万人の住民がデモを行った。自治区当局は 3日のデモ




























































































【 9月 10 日『朝日新聞』】中国政府はチベット騒乱やウルムチ騒乱の原























9 月 19 日『朝日新聞』によると、北京で開かれていた中国共産党第 17 期
中央委員会第 4回全体会議（ 4中全会）のコミュニケの中に、あらためて「民
族団結教育の充実と民族分裂活動の防止」が盛り込まれた。
楊中美 2003『胡錦涛― 21 世紀中国の支配者』によると、胡錦涛は 1988 年
12 月チベット自治区党委書記に赴任後、ラサにチベットはじめての戒厳令を
敷いたあと、今回と同じように「民族団結教育」を強調した。胡錦涛が赴任
する前、87 年のダライ ･ ラマのアメリカ議会公聴会でのチベットにたいする
五つの提案の影響で、87 年 10 月から 88 年 12 月まで、ラサやチベット各地で
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独立の旗を掲げたデモや暴力事件が続いた。そして 89 年 1 月にはラサを訪れ
たパンチェンラマが急死する。89 年 3 月 10 日のチベット反乱 30 周年（ダラ














































 1　 『ニューズウィーク』08. 8. 27 の「北京に漂う五輪後の暗雲」は、中国公安部の統計
によると「公秩序の混乱」（陳情、抗議デモ、ピケ、暴動）は、93 年 8700 件、03 年
5 万 8000 件、05 年 8 万 7000 件と、この 15 年間で約 10 倍に増えた。06 年以降、公
安部は最新統計の公表を拒んでいるため、06 ～ 08 の統計はわからないという。国務
院新聞弁公室が 06 年に発表した統計では、農村部における「公秩序の混乱」は、03
～ 05 年に 20％減少したが、都市部では逆に 50％増加した。抗議活動はもはや内陸
部に隔離されたものではなく、広東省や浙江省のような、より豊かな沿岸部にも広
がっているとする。
 2　 2008 年 6 月 28 日に貴州省瓮安で起きた数万人規模の抗議事件は、『北京之春』（2008






と噂された。瓮安では前年 7月 16 日に女子中学生が 4人の暴漢に輪姦された事件が
あり、地元民は死者は強姦し殺されたと理解。また目撃者が現場にコンドームと血











には、韶関の旭日玩具工場の 8000 人の従業員のうち 600 人は新疆から内地就労政策
によって働いていたウィグル族の若い男女であるという状況がある（7. 13『日経』





人女性を襲撃して暴行。 この事件で約 600 人のウィグル人が、6000 人の中国人に集
団襲撃を受け、30 数人が惨殺され、200 人近くが負傷する惨劇となったという（7. 
13『日経』では 2人死亡、100 人以上負傷、7. 6『中日』も在京ウィグル人により死
亡者は 2名とする）。7. 9『朝日』によると不穏な状況は 09 年春からあった。




























 6　 10 月 11 日『朝日新聞』「主犯格漢族に死刑」（北京・峯村健司）は、韶関の地元中級
法院は、傷害罪に問われた主犯格の漢族 2人にそれぞれ死刑と無期懲役の判決を言




 7　 傳清（『動向 2009. 7』）によると、当初のデモは 5 時に 200 名で始まった。政法機
関の集まった地域なので、公安は解散させるため、リーダーの 70 数名を連れ去っ
た （ 7月 6日新華社による）。



















たというのが事実に近いようだ。なぜなら 10 月 17 日『中日新聞』によると、新華




区のウィグル人サイト 「清風網」 を管理するウィグル人と連携、 中国で人気のソー
シャルネットワーキングサービス（SNS）の「QQ」を使って「あす午後 5時、広場
でデモがある。あなたは行きますか」 とのメッセージを発信、広場に集まる合い言
葉は 「あなたは広東人ですか」だったという。1245 人が 4720 回転送し約 5万人が受
信したという。このことから、実際に情報を流したのは中国国内のインターネット
だったこと、国内のネット通信も監視体制にあることが明らかになってくる。
10　 08 年のチベット騒乱では、3月 10 日にデプン寺の僧侶集会をきっかけに 13、14 と
騒乱になり 14 日に軍が出動した（三・一四騒乱）。事件の日本での一報は 14 日だっ




としたのは 3月 17 日である。今回は事件が起きた翌日 6日に自治区政府が海外勢力
を原因と断定した。これは異例の早さである。このデモとその処理法は、胡錦涛不
在中でも予め中央政府で決めていたことの証左である（関連　注 11、12、20）。













12　 深藍（『前哨』09. 8）によると、王楽泉も 7月 7日にテレビ談話で「国外の敵対勢力














と思われる。ラビア・カーディル自身が出した 7月 6 日の「ウルムチ騒乱に関する
声明」の末尾で、ウルムチに電話をしたことに触れている（当局は電話を盗聴して

























16　 事件から 10 日ほど後のラビア ･カーディルへのインタビュー（有本香「ウィグルの
母が語った“同胞一万人が消された夜”」『WILL』2009. 10）によると、ウルムチ事
件の日、デモ現場で日没までに死んだウィグル人は約 400 人と推測するという。ラ

















18　 傳清 （『動向』09. 7）によると、これは新疆ウィグル自治区宣伝部長李屹によるもの
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事件」と七・五事件とでは政府の対応は全く違った。上揭傳清によると、09 年 6 月
17 日に湖南・湖北の境界の 10 万足らずの石首の永隆大酒店で、一人のコック涂遠高
がビルから落ちて死亡した。監察医により自殺と鑑定されたので警察は葬儀社に遺






石やレンガや酒瓶を投げた。武装警察に 78 名の怪我。20 日の午前にさらに多くの群


































には中国系企業の開発現場などで働く中国人が 3万 5 千人以上住んでいる。 七・五
ウィグル族暴動弾圧によるイスラム教徒の中国人への反感が背景にあるという。





25　 9 月 10 日『朝日新聞』は、9日付けチャイナ・デイリーによると、6日から 7日に
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